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　４月１日からＮＰＯ法人として活動します。
　平成１４年に学生ボランティアの活動拠点として
「青少年活動センターゆうゆう２４」が発足してか
ら3年が経過し、ＮＰＯ法人の認定を受けてより
充実した活動がスタートします。今までと大きく
変わるのは、５人の専従スタッフが常駐すること
です。ここでやっている店舗や喫茶の運営、各
サービスにいつでもお答えしていくことが可能に
なりました。これまでは学生が行っていたので、
施設を留守にしていたり、電話に応対できないな
ど町の方に印象が良くない部分がありましたが、
ＮＰＯになったことをきっかけに「ゆうゆう２４」
の活動を広く町民の方にも知って欲しいですね。
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　「ゆうゆう２４」は、大学と地域連携の拠点、学
生ボランティアの地域福祉の実践の場となること
がそもそもの目的でした。これからは、「地域福
祉をどう創っていくか」「健常者と障がい者の壁を
無くすノーマライゼーションを実現する障がい福
祉の整備体制づくり」「お年寄りやお子さんを預か
るシステムづくり」など、広がりのある活動を展
開できます。
　障がいを持ったお子さんを一時的に預かる��
�������は、放課後の居場所作りとして3
年前から始めましたが、現在そのニーズは町外近
郊にまで広がっています。私たちがやる一番の強
みは、知識と経験をもつ450名の学生ボランティ
アが、1対1でお子さんと関われるところです。こ
れからは「外出をいっしょにする」「ナイトケア（共
に宿泊をする）」など24時間のサービスをしていく
ことができるようになります。

　また、ここで学童保育を始めたいと考えていま
す。障がいのあるお子さんに限らず、一般のお子
さんもお預かりします。これは障がいのある子と
の関わり、地域ボランティアとの関わりの中で、
子供たちに社会性や自立性を育てていけると思い
ます。私自身、障がいを持っている方に人生観を
変えてもらいました。学生のほとんどがそんな経
験をして、生きる大きな力になっています。学校
だけでは学べない、やさしさや思いやりを学べる
場として提供したいですね。
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　ゆうゆう開所当時は、地域の方とどう関わって
いくか模索して悩むことも多くありました。で
も、学生から町の中に飛び込んでいくと、思いの
ほか町の方が歓迎してくれました。様々なところ
で応援、協力してくれました。それがなかった
ら、今ＮＰＯになることもなかったかもしれませ
ん。日々、この施設に足を運んでくれる方もい
て、うれしい限りです。
　また、町内には素晴らしい活動をしている団体
もたくさんあります。ネットワークをつなげて、
障がいのある人が安心して暮らせる町になるきっ
かけを作っていきたいと思っています。
　福祉に携わっている学生は、当別を�����
��と思っています。地域の方の暖かさに触れる
ことが、大規模な町から来ている学生にはとても
新鮮です。町民の方も是非私たちの活動に参加し
てほしいですね。困った時には、ここのシステム
を利用し、またボランティアとして参加する、支
えられ支え合える共生社会になることをみんなで
考えていきたいと思っています。　　　　　　　
　

��������
�����

��������	
����


